
ち
き

ゅう
にやさし

い

み
ど
り

を
まもるリサ

イ
ク
ル

「広報しもだ」は100％再生紙を使用しています

    
下
田
市
は
あ
い
さ
つ
運
動
実
践
中　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

「
こ
ん
に
ち
は
」
元
気
な
あ
い
さ
つ

ひ
ろ
げ
よ
う

「
こ
ん
に
ち
は
」
元
気
な
あ
い
さ
つ

ひ
ろ
げ
よ
う

「
こ
ん
に
ち
は
」 
元
気
な
あ
い
さ
つ 
ひ
ろ
げ
よ
う

広報しもだ  ２００８. １ 月号
 　　　　　　　　　　下田市ホームページ　http:/ /www.city.shimoda.shizuoka.jp/
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三穂ヶ崎遺跡から見た景色
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白
浜
海
岸
と
外
浦
海
岸
の
間
に
あ
る
三

穂
ヶ
崎
に
は
、
古
代
の
人
々
が
神
を 
祀 
っ
ま
つ

た
と
考
え
ら
れ
る 
祭  
祀 
遺
跡
が
あ
り
ま
す
。

さ
い 
し

　

三
穂
ヶ
崎
遺
跡
は
、
地
元
の
人
が
岬
の

先
端
で
石
製
の
小
さ
な
玉
を
拾
っ
た
こ
と

に
よ
り
発
見
さ
れ
た
遺
跡
で
す
。
現
在
ま

で
に　

個
以
上
の 
勾 
玉
や
丸
玉
が
採
集
さ

ま
が

２０

れ
て
お
り
、
考
古
学
の
研
究
か
ら
、
玉
類

は
神
ま
つ
り
に
使
わ
れ
た
祭
祀
用
具
で
、

古
墳
時
代
の
も
の
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
っ

て
い
ま
す
。

　

古
代
の
人
々
は
ど
ん
な
神
を
祀
り
、
何

を
祈
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。
正
確
な
こ
と

は
わ
か
り
ま
せ
ん
が
、
三
穂
ヶ
崎
の
先
端

に
立
つ
と
、
青
い
海
が
水
平
線
の
彼
方
ま

で
広
が
り
、
伊
豆
大
島
や
利
島
・
新
島
な

ど
の
島
影
を
望
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。
こ

の
こ
と
か
ら
遺
跡
で
は
海
の
安
全
祈
願
や
、

豊
漁
、伊
豆
七
島

の
島
神
な
ど
海

に
関
わ
る
神
々

を
祀
っ
て
い
た

と
考
え
ら
れ
て

い
ま
す
。
市
内

に
は
須
崎
の
夷

子
島
や
田
牛
の

遠
国
島
な
ど
に
同
様
の
遺
跡
が
あ
り
、
遥

か
古
代
か
ら
私
た
ち
の
祖
先
が
海
と
密
接

に
関
わ
り
合
い
な
が
ら
暮
ら
し
て
き
た
証

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

三
穂
ヶ
崎
遺
跡
へ
は
国
道
か
ら
小
道
に

沿 
っ 
て
５
分
ほ
ど
で
行
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。

途
中
に
見
え
る
石
塀
の
よ
う
な
も
の
は
、

江
戸
時
代
に
こ
の
地
を
治
め
て
い
た
沼
津

水
野
藩
が
幕
末
に
構
築
し
た
お
台
場
（
外

国
船
を
打
ち
払
う
た
め
に
大
砲
を
据
え
た

場
所
）
跡
で
、
祠
の
あ
る
大
き
な
岩
を
右

手
に
見
な
が
ら
し
ば
ら
く
歩
く
と
遺
跡
の

あ
る
見
晴
ら
し
の
良
い
場
所
に
着
き
ま
す
。

皆
さ
ん
も
古
代
人
が
祈
り
を
捧
げ
た
三
穂
ヶ

崎
を
歩
い
て
み
て
は
い
か
が
で
す
か
。

ア
ク
セ
ス

　

下
田
駅
よ
り
白
浜
方
面
バ
ス
小
撫
又
は

板
見
バ
ス
停
下
車
徒
歩　

分
１０

問
合
せ
先　

教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課

�
�
５
０
５
５

30のそ
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港
橋
か
ら
見
た
船
着
場

佐
藤
朱
莉
さ
ん （
下
田
小
５
年
）

�
�
���
�
�
�
�
�
�

な
ま
こ
壁
の
あ
る
町

鈴
木
菜
実
香
さ
ん （
下
田
中
３
年
）

�
�
���
�
�
�
�
�

ペ
リ
ー
ロ
ー
ド

神
山
恵
雄
さ
ん （
三
丁
目
）

�
�
�
�
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�
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�
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下
田
太
鼓
祭
り
宮
入
前
の
太
鼓
橋

古
川
史
哉
さ
ん （
下
田
小
６
年
）

�
�
���
�
�
�
�
�
�

白
濱
神
社

藤
井
康
生
さ
ん （
下
田
東
中
２
年
）

�
�
���
�
�
�
�
�

爪
木
崎

村
山
忠
一
郎
さ
ん （
蓮
台
寺
）

　

絵
画
部
門
に　

点
、
写
真
部
門
に　

点
の
応
募

９２

７７

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ど
の
作
品
も
下
田
へ
の
思

い
を
感
じ
さ
せ
る
秀
作
で
し
た
。
審
査
の
結
果
、

優
秀
賞
に
輝
い
た
の
は
次
の
６
作
品
で
す
。
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� 
建
設
課
都
市
住
宅
係 
�
�
２
２
１
９
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三穂ヶ崎遺跡出土の玉類（複製）

三
穂
ヶ
崎
遺
跡

三
穂
ヶ
崎
遺
跡

 
三
穂 
ヶ 
崎
遺
跡


